
・ 医師の集約による医療機能の向上

・ 施設の維持管理経費の削減効果が非常
に高い

・ 医療機器等の規格の統一を必要とする場合
がある

・ 複数の診療科を受診する患者への負担増

・ 区域外への患者流出

・ 施設規模に対して職員の数が過剰となる

・ 病床数、診療室等の容量が不足

・ 区域外への患者流出

・ 施設の再編には調整事項が多く、時間を要
する

・ 診療収入の減少

・ 患者の搬送時間が長くなる場合がある

課題

３病院から１病院へ再編

・ 事務負担の軽減

・ 発注規模拡大による経費削減
医療材料、各種業務委託等の一元化その他

・ 医師の集約による医療機能の向上

・ 医師の負担軽減
周産期・小児医療などの集約診療科等

・ 医師の集約による医療機能の向上

・ 施設の維持管理経費の削減効果が高い
３病院から２病院へ再編

施 設

・ 内科系、外科系の医師２名による救急体
制の確立

・ 地域完結型医療体制の充実

・ 医師、医療技術員等の負担軽減

救急対応の病院を１か所に集約救 急

効果再編策（例）区分

新病院建設までの想定される医療機能の再編

新病院建設までの過渡期における医療機能の向上及び経営の効率化を行うための方策について、「救急」「施設」「診療科等」「その他」の４つの
視点から、それぞれの効果と課題等を次のようにまとめた。

資料３
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東海市民病院、知多市民病院 診療科及び常勤医師数の状況（平成２１年８月１日現在）
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東海市民病院本院、知多市民病院 医師の診療科別の当直体制（２１年６月）
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土 日金木水火月

※ 内…内科、消…消化器科、外…外科、産…産婦人科、整…整形外科、

眼…眼科、耳…耳鼻いんこう科、皮…皮膚科、泌…泌尿器科
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日
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1
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16%

13%

5%

5%
5%

5%

51%

内科

整形外科

外科

産婦人科

耳鼻いんこう科

皮膚科

泌尿器科

21%

32%

32%
5%

5%
5%

内科

外科

整形外科

消化器科

眼科

皮膚科

診療科別当直表 ※上段は、東海市民病院本院、下段は、知多市民病院

診療科別当直割合（東海市民病院本院）

診療科別当直割合（知多市民病院）

内科・外科系 各１人1人医師数

午前8時30分～午前8時30分午前8時30分～午前8時30分診療時間土、日、祝日
の体制

1人1人医師数

午後5時15分～午前8時30分午後5時15分～午前8時30分診療時間平日の

夜間体制

知多市民病院東海市民病院本院

時間外の救急医療体制
医師２人による時間外の救急医療体制は、知多市民病

院の土、日、祝日のみとなっている。
診療科別の当直の割合を見ると、東海市民病院本院は

内科32％、外科32％、整形外科21％、知多市民病院は
内科51％、整形外科16％、外科13％となっている。
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救急搬送先別年次別経過

59.6%1,98559.9%2,01964.5%2,14664.9%2,12168.3%2,132知多半島医療圏内

100.0%3,330100.0%3,370100.0%3,328100.0%3,266100.0%3,122計

40.4%

2.2%

0.2%

1.4%

7.0%

20.0%

52.6%

構成比

40.1%

2.7%

0.2%

1.4%

7.7%

15.7%

52.2%

構成比

35.5%

2.4%

0.0%

1.2%

6.8%

22.7%

57.7%

構成比

35.1%

2.3%

0.0%

1.3%

6.6%

19.9%

58.3%

構成比

31.7%

2.0%

0.0%

1.6%

6.2%

19.8%

62.1%

構成比 件数件数件数件数件数

管轄内

7291797662うち市立半田病院

235259225217193管轄外

4449うち知多市民病院 474741

1,3451,3511,1821,145990知多半島医療圏外

666529755650618うち東海市民病院

7

1,760

１９年

うち常滑市民病院 1

1,904

１７年

611

1,7501,9211,939

２０年１８年１６年

0%

20%

40%

60%

80%

100%

16年 17年 18年 19年 20年

知多半島医療圏外

半田市民病院

常滑市民病院

知多市民病院

管轄外

東海市民病院

管轄内

東海市消防本部の搬送状況をみると、東海市民病
院合への搬送が約２０％、知多市民病院への搬送が
約１．４％となっている。
知多半島医療圏外への搬送が約４０％となっており、

年々、高くなっている。

東海市消防本部の搬送状況

４



救急搬送先別年次別経過

91.3%1,99489.9%1,94891.5%1,90491.7%1,97391.4%1,807知多半島医療圏内

100.0%2,184100.0%2,166100.0%2,080100.0%2,152100.0%1,978計

8.7%

10.3%

2.0%

3.8%

24.6%

66.0%

66.7%

構成比

10.1%

11.4%

2.5%

3.0%

24.3%

65.1%

65.6%

構成比

8.5%

6.7%

2.8%

4.8%

21.0%

69.9%

70.5%

構成比

8.3%

7.3%

2.8%

4.8%

20.0%

70.8%

71.7%

構成比

8.6%

4.6%

1.9%

4.9%

16.4%

73.6%

74.9%

構成比 件数件数件数件数件数

管轄内

22424713915890うち市立半田病院

537527437431325管轄外

10397うち東海市民病院 836499

190218176179171知多半島医療圏外

1,4411,4101,4541,5241,455うち知多市民病院

55

1,421

１９年

うち常滑市民病院 61

1,542

１７年

445837

1,4571,4671,482

２０年１８年１６年

知多市消防本部の搬送状況
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半田市民病院

常滑市民病院

東海市民病院

管轄外

知多市民病院

管轄内

知多市消防本部の搬送状況をみると、知多市民病
院への搬送が約６６％、東海市民病院への搬送が約
４％となっている。
三次救急医療を行う市立半田病院への搬送割合が

増加傾向にある。
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